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要
旨

　

２
０
０
８
年
６
月
か
ら
２
０
０
９
年
２
月
に
か
け
て
、
中
国
の
東
部
、
西
部
、

南
部
、
北
部
、
中
部
の
５
地
域
11
都
市
の
１
～
６
歳
児
の
保
護
者
に
、
子
ど
も
の

能
力
へ
の
期
待
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
。
平
均
値
か
ら
見
る
と
、

子
ど
も
の
能
力
へ
の
期
待
は
、
高
い
ほ
う
か
ら
低
い
ほ
う
へ
並
べ
る
と
「
自
律
能

力
（
自
分
を
律
す
る
能
力
）」「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
」「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」「
認

知
能
力
」「
自
立
能
力
（
自
分
で
自
分
の
こ
と
を
す
る
能
力
）」
の
順
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
調
査
結
果
は
、
中
国
の
若
い
保
護
者
が
就
学
前
児
童
の
自
己
コ
ン
ト
ロ
ー

ル･

社
会
性･

指
導
力
の
重
要
性
を
意
識
し
始
め
、
こ
れ
ま
で
の
「
知
力
発
達
至

上
」
の
意
識
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。

　

し
か
し
、
11
都
市
の
１
～
６
歳
児
を
持
つ
保
護
者
の
自
由
回
答
を
ま
と
め
た
結

果
か
ら
は
、彼
等
が
最
も
重
視
す
る
問
題
は
子
ど
も
の
年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
て
、

生
理
的
保
健
的
な
発
達
か
ら
心
理
的
な
発
達
へ
と
移
っ
て
き
て
は
い
る
が
、
ど
の

年
齢
段
階
で
も
、
１
～
６
歳
児
の
認
知
的
発
達
へ
の
重
視
の
度
合
い
が
感
情
発
達

と
社
会
性
発
達
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
中
国
１
〜
６
歳
児
の
親　

子
ど
も
の
能
力
へ
の
期
待　

重
視
す
る

問
題

 

問
題
提
起

　

中
国
の
１
～
６
歳
児
の
親
は
、
中
国
の
伝
統
文
化
や
一
人
っ
子
政
策
の
実
施
に

よ
っ
て
、
そ
の
大
多
数
が
親
の
大
き
な
期
待
を
背
負
っ
て
成
長
し
て
き
て
い
る
。

私
た
ち
は
１
９
９
７
年
に
上
海
と
東
京
の
１
～
６
歳
児
の
親
の
子
ど
も
の
能
力
へ

の
期
待
に
つ
い
て
大
規
模
な
調
査
を
行
っ
た
。「
子
ど
も
が
将
来
ど
の
よ
う
な
学
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親
の
期
待
と
幼
児
の
発
達
に
つ
い
て

—
 

中
国
11
都
市
３
０
０
０
名
の
幼
児
の
調
査
報
告

周　

念
麗　

　
　
　
　
　

Zhou N
ianli

華
東
師
範
大
学
副
教
授

第
２
章

情
動
の

子
ど
も
学

❽赤ち
ゃ
ん
は
ヒ
ト
に

興
味
を
も
つ

❼教育
的
視
野
の
中
の

子
ど
も
の
遊
戯

❻親の
期
待
と
幼
児
の

発
達
に
つ
い
て

❺ベビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
と

ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
に

つ
い
て
の
研
究

❹所有
に
関
す
る

行
動
の
日
中
文
化
比
較

❸人を
引
き
込
む

身
体
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
技
術

❷中国
に
お
け
る
幼
児

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
教
育
の

実
践
と
研
究

❶脳の
三
位
一
体
学
説
か
ら

情
動
の
役
割
を
考
え
る 
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歴
を
持
つ
こ
と
を
望
む
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
、
東
京
の
保
護
者
は
50
％
が
短

大･
高
専
あ
る
い
は
四
年
制
大
学
と
答
え
、
残
り
50
％
の
保
護
者
は
ど
ん
な
学
歴

で
も
い
い
と
答
え
た
。
一
方
、
こ
れ
と
対
照
的
な
の
は
中
国
上
海
の
保
護
者
で
あ

る
。
100
％
が
自
分
の
子
ど
も
は
少
な
く
と
も
四
年
制
大
学
、
そ
の
う
ち
50
％
は
で

き
る
な
ら
博
士
号
を
取
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
高
学
歴
へ
の

期
待
は
、
中
国
伝
統
文
化
の
一
つ
の
縮
図
か
も
し
れ
な
い
。
と
い
う
の
は
二
千
年

来
、「
学
ん
で
優
れ
ば
す
な
わ
ち
仕
え
る
」（
成
績
が
よ
か
っ
た
ら
官
吏
に
な
れ
る
）

と
い
う
思
想
や
、「
す
べ
て
皆
下
品
な
り
、
た
だ
読
書
高
き
が
あ
る
の
み
（
ど
の

職
業
も
下
等
で
あ
る
、
た
だ
学
問
の
あ
る
士
大
夫
だ
け
が
上
等
で
あ
る
）」
と
い

う
理
念
が
先
祖
代
々
父
母
の
心
に
深
く
植
え
つ
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

で
は
、
こ
れ
ら
重
い
期
待
を
背
負
っ
た
一
人
っ
子
の
最
初
の
世
代
が
成
長
し
て

父
母
に
な
っ
た
後
、
自
分
の
子
ど
も
に
対
し
、
能
力
面
で
ど
の
よ
う
な
期
待
を
抱

く
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
期
待
と
彼
等
の
親
世
代
が
抱
い
て
い
た
期
待
と
の
違
い

は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
疑
問
へ
の
答
え
を
探
る
た
め
に
、
私
た
ち
は

中
国
の
東
部
、
西
部
、
南
部
、
北
部
、
中
部
か
ら
経
済
発
展
レ
ベ
ル
の
違
う
11
都

市
を
選
ん
で
１
～
６
歳
児
を
持
つ
父
母
に
対
し
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
。

 

調
査
方
法

１
．
参
加
者

①
地
区
サ
ン
プ
ル
の
選
定

　

地
区
サ
ン
プ
ル
の
選
定
は
主
に
以
下
２
点
を
考
慮
し
た
。
す
な
わ
ち
代
表
的
な

地
域
で
あ
る
こ
と
と
代
表
的
な
経
済
状
況
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

地
域
的
な
観
点
か
ら
は
、
華
東
地
区
か
ら
上
海
、
南
京
、
杭
州
を
選
定
し
た
。

華
南
地
区
か
ら
貴
陽
と
福
州
を
選
定
。
華
中
地
区
か
ら
は
武
漢
を
選
定
し
た
。
華

北
か
ら
は
天
津
、
東
北
か
ら
は
根
河
、
長
春
、
ハ
ル
ビ
ン
を
選
定
し
、
西
北
か
ら

は
西
安
を
選
定
し
た
。

　

経
済
状
況
の
観
点
か
ら
は
、
華
東
地
区
の
上
海
、
南
京
、
杭
州
の
３
都
市
は
発

展
地
域
に
属
し
、
貴
陽
と
根
河
は
全
国
で
も
経
済
が
発
展
し
て
い
な
い
地
区
で
あ

り
、
そ
の
他
の
６
都
市
は
ど
こ
も
中
レ
ベ
ル
の
発
展
地
域
に
属
す
る
。

②
参
加
者
の
年
齢

　

本
調
査
に
参
加
し
た
各
地
の
１
～
６
歳
児
の
父
親
の
年
齢
の
範
囲
は
32
歳
か
ら

36
歳
で
、
平
均
年
齢
は
34
歳
。
母
親
の
年
齢
範
囲
は
30
～
32
歳
で
、
平
均
年
齢
は

31
歳
で
あ
る
。
こ
れ
は
若
い
父
母
の
集
団
で
あ
る
。

③
参
加
者
の
学
歴

　

本
調
査
へ
の
参
加
者
の
学
歴
で
は
、
経
済
の
遅
れ
て
い
る
内
モ
ン
ゴ
ル
の
根
河

や
貴
州
省
の
貴
陽
市
の
父
親
の
学
歴
が
中
学
校･

高
等
学
校
を
主
と
し
て
い
る
他

は
、
他
の
都
市
の
父
親
の
学
歴
は
四
年
制
大
学
が
主
で
、
修
士
号
や
博
士
号
取
得

者
も
い
た
。

　

母
親
の
学
歴
も
父
親
の
学
歴
と
似
通
っ
て
お
り
、
根
河
と
貴
陽
を
除
い
て
、
他

の
９
都
市
の
母
親
の
学
歴
は
四
年
制
大
学
と
高
等
専
門
学
校
に
集
中
し
て
い
る
。

　

こ
こ
か
ら
わ
か
る
の
は
、
本
研
究
の
参
加
者
は
高
学
歴
を
主
と
し
、
低
学
歴
も

混
在
す
る
集
団
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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④
参
加
者
の
職
業

　

参
加
し
た
父
親
の
職
業
は
根
河
と
貴
陽
以
外
の
９
都
市
に
お
い
て
、
公
務
員
、

企
業
経
営
者
等
、ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
が
主
で
、根
河
と
貴
陽
の
み
が
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー

や
無
職
を
主
と
し
て
い
た
。

　

母
親
に
関
し
て
は
、
長
春
、
天
津
、
西
安
、
ハ
ル
ビ
ン
、
上
海
、
杭
州
の
都
市

に
お
い
て
、
主
に
科
学
教
育
従
事
者
、
公
務
員
、
企
業
経
営
者
等
、
ホ
ワ
イ
ト
カ

ラ
ー
な
ど
社
会
的
・
経
済
的
地
位
が
高
い
職
業
に
集
中
し
、
根
河
だ
け
は
多
く
が

無
職
の
状
態
で
あ
っ
た
。南
京
と
貴
陽
の
母
親
の
職
業
は
比
較
的
分
散
し
て
い
た
。

　

本
調
査
の
参
加
者
に
は
、
社
会
的
・
経
済
的
地
位
が
比
較
的
高
い
職
業
が
多
く
、

同
時
に
さ
ま
ざ
ま
な
性
質
の
職
業
も
混
在
し
て
い
た
。

　

上
記
の
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、
調
査
の
参
加
者
は
中
国
の
さ
ま
ざ
ま
な
経
済
地

区
、
年
齢
を
代
表
し
、
高
学
歴
で
社
会
的
・
経
済
的
地
位
の
高
い
職
業
に
従
事
し

て
い
る
者
が
多
い
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
層
の
学
歴
と
職
業
の
人
が
少
な
か
ら
ず
存
在

す
る
集
団
で
あ
る
。
こ
の
集
団
の
参
加
者
は
、
現
在
の
中
国
の
１
〜
６
歳
児
の
父

母
、
特
に
社
会
的
・
経
済
的
地
位
の
上
位
に
属
す
る
父
母
の
、
子
ど
も
の
能
力
へ

の
期
待
と
心
情
を
全
面
的
に
反
映
し
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

 

調
査
内
容

　

調
査
内
容
は
２
部
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
１
つ
は
子
ど
も
の
能
力
へ
の
期
待
に
関

す
る
照
合
表
（check list

）
で
あ
り
、
５
段
階
評
価
（five point

）
法
を
と
っ

て
い
る
。「
気
に
し
な
い
」
か
ら
「
と
て
も
期
待
す
る
」
ま
で
、
相
応
す
る
点
数

は
１
〜
５
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
２
つ
目
は
自
由
回
答
式
（open-end test

）
質

問
で
あ
る
。
保
護
者
に
、
自
分
の
子
ど
も
の
ど
の
面
の
発
達
に
も
っ
と
も
関
心
が

あ
る
か
尋
ね
た
。

　

私
た
ち
は
１
〜
６
歳
児
の
保
護
者
10
人
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
し
て
、
子

ど
も
の
能
力
へ
の
期
待
に
関
す
る
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
作
成
し
た
。
因
子
分
析

（factor analysis

）
を
通
し
て
、
５
つ
の
因
子
に
ま
と
め
た
。
具
体
的
内
容
は
以

下
の
と
お
り
で
あ
る
。

因
子
１　

自
律
能
力
（
自
己
を
律
す
る
能
力
）

◎
小
遣
い
の
浪
費
を
し
な
い

◎
気
に
入
っ
て
い
る
お
も
ち
ゃ
を
友
達
に
貸
す
こ
と
が
で
き
る

◎
許
可
を
取
っ
て
か
ら
何
か
を
す
る

◎
大
人
が
話
し
て
い
る
時
に
む
や
み
に
口
を
は
さ
ま
な
い

因
子
２　

ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル

◎
小
さ
な
動
物
や
他
の
人
に
同
情
し
、
手
助
け
を
す
る

◎
先
生
や
家
の
人
に
進
ん
で
挨
拶
す
る
こ
と
が
で
き
る

◎
手
助
け
さ
れ
た
と
き
に
進
ん
で
あ
り
が
と
う
と
言
え
る

◎
自
発
的
に
並
ん
で
待
つ
こ
と
が
で
き
る

◎
丁
寧
に
人
に
手
助
け
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

因
子
３　

認
知
能
力

◎
簡
単
な
英
語
の
単
語
が
言
え
る

◎
10
ま
で
の
数
字
を
知
っ
て
い
る

◎
簡
単
な
漢
字
が
読
め
て
書
け
る

◎
長
針
と
短
針
で
示
す
時
計
が
読
め
る

因
子
４　

自
立
能
力
（
自
分
で
自
分
の
こ
と
を
す
る
能
力
）

◎
一
人
で
１
時
間
留
守
番
す
る
こ
と
が
で
き
る
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◎
戸
外
で
一
人
遊
び
が
で
き
る

◎
あ
ま
り
鋭
く
な
い
ハ
サ
ミ
を
一
人
で
使
う
こ
と
が
で
き
る

◎
夜
、
一
人
で
眠
る
こ
と
が
で
き
る

因
子
５
　

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

◎
友
達
と
意
見
が
違
っ
た
と
き
説
得
で
き
る

◎
友
達
の
間
で
リ
ー
ダ
ー
に
な
れ
る

◎
友
達
と
け
ん
か
し
た
後
、
自
己
の
感
情
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る

◎
友
達
の
間
で
人
望
が
あ
る

　

信
頼
性
検
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
本
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
部
一
貫
性
信
頼
性
係
数

は
０.

72
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
こ
の
調
査
が
比
較
的
信
頼
性
の
高
い
ア
ン
ケ
ー
ト

で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

 

調
査
結
果

１
．
子
ど
も
の
能
力
へ
の
期
待
調
査
の
結
果

　

表
１
は
11
都
市
に
お
け
る
参
加
者
の
子
ど
も
の
能
力
へ
の
期
待
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
を
選
択
し
た
結
果
を
示
し
て
い
る
。

　

表
１
か
ら
、
11
都
市
の
１
～
６
歳
児
の
父
母
の
子
ど
も
の
各
種
能
力
発
達
へ
の

期
待
値
は
高
い
ほ
う
か
ら
、「
自
律
能
力
」「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
」「
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
」「
認
知
能
力
」「
自
立
能
力
」
の
順
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
私
た
ち
は

こ
れ
ま
で
、
中
国
の
保
護
者
は
子
ど
も
の
認
知
能
力
を
最
も
重
視
し
て
い
る
と
認

識
し
て
い
た
が
、こ
の
結
果
は
、そ
れ
と
は
違
っ
て
い
て
、い
さ
さ
か
意
外
で
あ
る
。

し
か
し
、子
ど
も
の
「
自
立
能
力
」
へ
の
軽
視
は
こ
れ
ま
で
と
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　

各
地
区
の
参
加
者
の
期
待
値
か
ら
み
る
と
、
ハ
ル
ビ
ン
の
父
母
の
子
ど
も
の
能

力
へ
の
期
待
が
最
高
で
、
子
ど
も
の
認
知
能
力
を
除
い
て
、
他
の
４
項
目
へ
の
期

待
平
均
値
は
ど
れ
も
ト
ッ
プ
で
あ
る
。
こ
れ
と
対
比
を
な
す
の
は
、
南
京
で
、
父

母
の
各
項
目
へ
の
期
待
値
は
ど
れ
も
比
較
的
低
い
。
根
河
の
父
母
の
子
ど
も
の
認

知
能
力
へ
の
期
待
は
最
も
高
い
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
か
ら
、
父
母
の
子
ど
も
の
能

力
へ
の
期
待
は
経
済
発
展
と
逆
相
関
関
係
を
呈
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。

２
．
最
も
重
視
す
る
問
題

　

自
由
回
答
式
質
問
「
子
ど
も
の
ど
の
方
面
の
発
達
に
最
も
関
心
が
あ
り
ま
す

か
？
」
に
つ
い
て
、
私
た
ち
は
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
を
行
っ
た
。
お
お
よ
そ
「
生
理

保
健
」「
栄
養
」「
認
知
発
達
」「
感
情
発
達
」「
社
会
発
達
」
の
５
つ
に
集
団
化
で

き
る
。
そ
の
他
の
集
団
化
で
き
な
か
っ
た
回
答
は
除
外
し
た
。
詳
細
な
結
果
は
図

１
に
示
し
た
。

　

図
１
か
ら
、
子
ど
も
の
年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
て
、
父
母
が
重
視
す
る
発
達
分

野
は
生
理
保
健
か
ら
心
理
発
達
に
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
わ
か
る
。
だ
が
、
ど
の

年
齢
段
階
で
も
、
認
知
発
達
へ
の
重
視
は
感
情
や
社
会
発
達
へ
の
重
視
を
大
き
く

上
回
っ
て
い
る
。
し
か
も
年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
て
、
認
知
発
達
へ
の
重
視
が
次

第
に
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
わ
か
る
。

 

討
論
と
考
察

　

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
中
国
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
と
経
済
的
地
位
を
代
表
す
る

１
～
６
歳
児
の
父
母
は
、
ち
ょ
う
ど
育
児
の
矛
盾
の
中
に
あ
る
と
い
え
る
。
世
界
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表
❶
　

11
都
市
に
お
け
る
父
母
の
子
ど
も
の
能
力
へ
の
期
待
の
平
均
値

都市

上海

長春

天津

西安

根河

ハルビン

貴陽

南京

福州

武漢

総平均

自律能力

4.34

4.45

4.36

4.25

4.41

4.50

4.28

4.25

4.39

4.31

4.35

ソーシャルスキル

4.30

4.36

4.34

4.25

4.30

4.45

4.24

4.20

4.29

4.32

4.31

認知能力

3.92

3.95

3.96

3.79

4.22

4.08

3.92

3.95

3.77

3.84

3.94

自立能力

3.77

3.69

3.65

3.69

3.62

3.81

3.71

3.69

3.76

3.81

3.72

リーダーシップ

4.21

4.30

4.14

4.11

4.12

4.39

4.12

4.07

4.15

4.09

4.17

図
❶
　

参
加
者
の
自
由
回
答
を
集
団
化
し
た
も
の
の
ま
と
め

50・

45・

40・

35・

30・

25・

20・

15・

10・

5・

0・
生理保健 栄養類 認知類

項目選択分類
感情類 社会性

1・2歳児の保護者選択割合％
2・3歳児の保護者
3・4歳児の保護者
4・5歳児の保護者
5・6歳児の保護者

的
な
情
報
化
の
時
代
に
あ
っ
て
、
中
国
の
11
都
市
の
１
～
６
歳
児
の
父
母
は
国
際

的
育
児
理
念
の
影
響
を
受
け
、
伝
統
的
な
「
知
力
発
達
」
へ
の
高
い
期
待
か
ら
、

子
ど
も
の
自
律
能
力
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
重
視
へ
と
転

換
し
、
し
か
も
こ
れ
ら
非
認
知
能
力
へ
の
期
待
が
認
知
能
力
へ
の
期
待
を
上
回
っ

て
い
る
。
一
方
で
、
伝
統
的
な
考
え
方
を
や
は
り
受
け
継
い
で
、
子
ど
も
の
自
立

能
力
の
発
達
は
軽
視
し
て
い
る
。育
児
矛
盾
に
あ
る
と
い
う
も
う
１
つ
の
証
拠
は
、

児
童
の
能
力
の
発
達
へ
の
期
待
と
実
際
に
重
視
す
る
問
題
と

の
落
差
で
あ
る
。
１
～
６
歳
児
の
父
母
は
、
ど
の
年
齢
段
階

で
も
、
自
分
の
子
ど
も
の
認
知
発
達
へ
の
重
視
は
感
情
面
で

の
発
達
や
社
会
性
の
発
達
を
上
回
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
種
の
矛
盾
し
た
心
情
に
対
し
、
私
た
ち
は
忍
耐
を
も
っ

て
父
母
自
身
が
こ
の
種
の
認
知
衝
突
を
解
決
す
る
の
を
待
つ

ば
か
り
で
な
く
、
適
切
な
時
期
に
、
彼
ら
に
提
言
を
し
て
、
現

実
と
伝
統
、
期
待
と
重
視
の
落
差
が
も
た
ら
す
育
児
矛
盾
の

迷
い
か
ら
抜
け
出
す
手
助
け
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
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遊
戯
と
教
学
と
の
関
係

　

本
来
、
遊
戯
と
教
学
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
子

ど
も
に
と
っ
て
、
遊
戯
は
学
習
で
あ
る
が
、
学
習
は

遊
戯
と
は
限
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
学
習
に
は
２
種
類

あ
る
。
一
つ
は
自
発
的
、
無
意
識
な
学
習
で
、
も
う

一
つ
は
教
学
が
関
与
す
る
学
習
で
あ
る
。
遊
戯
は
本

来
、
教
学
と
は
無
関
係
で
あ
る
が
、
学
習
と
は
切
っ

て
も
切
れ
な
い
関
係
で
あ
る
。

　

遊
戯（
遊
び
）は
子
ど
も
の
成
長
発
達
に
よ
い
効
果

を
果
た
す
こ
と
か
ら
、
教
育
者
は
教
学
の
中
で
、
遊

戯
を
取
り
入
れ
れ
ば
、
教
育
効
果
も
倍
増
す
る
の
で

は
と
考
え
る
。
し
か
し
、
遊
び
が
教
育
者
の
教
育
目

的
を
達
成
す
る
た
め
の
道
具
に
な
る
と
、
遊
び
本
来

の
目
的
で
な
く
、
特
定
の
目
的
と
し
て
使
わ
れ
て
し

ま
う
の
で
、
遊
び
の
本
質
で
あ
る
自
由
が
奪
わ
れ
て

し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

 
遊
戯
と
は
何
か

■
生
物
学
的
な
視
点
か
ら

・
遊
戯
は
動
物
や
人
に
と
っ
て
本
能
で
あ
り
、
天
性

で
あ
る 

・
高
等
動
物
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
遊
戯
に
対
す
る

衝
動
が
大
き
い 

・
遊
戯
は
小
動
物
に
と
っ
て
生
存
本
能
の
訓
練
で
あ

る 

■
哲
学
的
な
視
点
か
ら

・
遊
戯
と
は
自
由
意
志
の
現
れ
で
あ
る
（
非
功
利

性—
—

外
的
目
的
が
な
い
）

・
自
由
と
は
心
理
的
体
験
で
あ
る

　

自
己
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（
自
ら
望
ん
で
）—

—

任
に

堪
え
ら
れ
る
と
い
う
達
成
感（
力
の
及
ぶ
限
り
） 

※
こ
の
た
め
遊
戯
に
は
非
常
に
大
き
な
選
択
的
自
由

度
が
あ
り
、
積
極
的
な
気
持
ち
の
体
験
に
な
る 

■
教
育
学
者
か
ら
見
た
遊
戯

・
遊
戯
と
は
教
育
の
手
段
の
一
つ
で
あ
る 

　

遊
戯
の
発
達
的
価
値
こ
そ
が
教
育
の
目
的
で
あ
る 

　

遊
戯
の
中
に
教
育
の
契
機
が
隠
れ
て
い
る 

・
遊
戯
は
教
師
の
道
具
に
な
る 

　

自
発
的
遊
戯
に
対
す
る
教
学
を
強
化 

　

遊
戯
の
手
法
を
用
い
て
教
学
を
行
う 

教
育
的
視
野
の
中
の
子
ど
も
の
遊
戯

華　

愛
華　

　
　
　
　
　

H
ua A

ihua

華
東
師
範
大
学
副
教
授

第
２
章

情
動
の

子
ど
も
学

❽赤ち
ゃ
ん
は
ヒ
ト
に

興
味
を
も
つ

❼教育
的
視
野
の
中
の

子
ど
も
の
遊
戯

❻親の
期
待
と
幼
児
の

発
達
に
つ
い
て

❺ベビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
と

ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
に

つ
い
て
の
研
究

❹所有
に
関
す
る

行
動
の
日
中
文
化
比
較

❸人を
引
き
込
む

身
体
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
技
術

❷中国
に
お
け
る
幼
児

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
教
育
の

実
践
と
研
究

❶脳の
三
位
一
体
学
説
か
ら

情
動
の
役
割
を
考
え
る 
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■
発
達
心
理
学
者
か
ら
見
た
遊
戯

・
遊
戯
と
は
幼
い
心
理
の
表
れ
で
あ
る
、
個
体
の
成

熟
過
程
に
お
け
る
特
有
の
行
為 

・
遊
戯
と
個
体
の
発
達
に
は
密
接
な
相
関
性
が
あ
る 

　

発
達
を
反
映—

—

発
達
を
強
固—

—

発
達
を
促
進 

・
遊
戯
の
発
達
的
価
値 

　

感
情—

—

現
実
的
対
立
面
（
真
の
も
の
と
偽
り
の

も
の
）—

—

発
散
補
填 

　

認
知—

—

作
業
的
対
立
面
（
結
果
と
過
程
）—

—

代
替
転
換 

 

幼
稚
園
に
お
け
る
遊
戯
教
学
の
誤
り

　

幼
稚
園
で
の
教
育
重
視
の
遊
び
に
、
い
ま
、
主
に

２
つ
の
誤
り
が
あ
る
。

・
１
つ
目
は
、
遊
戯
に
対
す
る
感
情
と
認
知
の
対
立

で
あ
る
。

　

遊
戯
の
感
情
的
価
値
を
重
視
し
た
場
合
、
教
師
は

遊
戯
に
全
く
関
与
し
な
い
。
し
か
し
、
遊
戯
の
認
知

的
価
値
を
追
及
し
た
場
合
、
教
師
は
遊
戯
に
必
要
以

上
に
関
与
し
、
本
来
の
遊
び
が
で
き
な
く
な
る
。

・
２
つ
目
は
、
遊
戯
と
教
学
の
関
係
が
入
り
混
じ
る

こ
と
で
あ
る
。

　

幼
稚
園
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
の
理
念
は
、「
幼
稚

園
は
遊
戯
を
基
本
活
動
に
す
べ
し
」
で
あ
る
。
し
か

し
、
幼
稚
園
は
就
学
前
教
育
の
一
つ
で
あ
り
、
教
学

活
動
は
必
然
の
も
の
で
あ
る
の
で
、
遊
戯
と
教
学
と

い
う
２
つ
の
異
な
る
性
質
の
活
動
を
融
合
さ
せ
る
た

め
に
、
次
の
よ
う
な
考
え
方
に
な
ろ
う
：「
基
本
」
は

遊
戯
の
形
式
で
教
学
活
動
を
展
開
し
て
い
る
が
、「
遊

戯
を
基
本
活
動
と
す
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
遊
戯
と

教
学
が
入
り
混
じ
る
こ
と
に
な
る
。
結
果
、
多
く
の

偽
り
の
遊
戯
と
発
達
に
よ
り
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
重

視
す
る
授
業
が
行
わ
れ
、
本
来
の
遊
び
は
保
障
さ
れ

な
い
。

　

あ
る
幼
稚
園
の
子
ど
も
と
親
の
対
話
を
見
て
み
よ

う
。

親
：
　

「
さ
っ
き
遊
ん
で
た
の
？
」

園
児
：「
違
う
、
遊
ん
で
い
た
ん
じ
ゃ
な
く
て
遊
戯

し
て
い
た
の
」

親
：
　

「
遊
戯
し
て
楽
し
い
で
し
ょ
う
？
」

園
児
：「
で
も
遊
戯
が
多
す
ぎ
て
、
遊
ぶ
時
間
が
な

く
な
っ
ち
ゃ
う
…
」

親
：
　

「
遊
戯
は
遊
び
で
し
ょ
う
？
」

園
児
：「
遊
戯
は
遊
び
じ
ゃ
な
い
よ
、
遊
戯
は
先
生

と
一
緒
、
先
生
の
話
を
き
か
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
け

ど
、
遊
び
は
好
き
な
よ
う
に
で
き
る
も
の
」

親
：
　

「
で
も
幼
稚
園
で
遊
ん
で
い
る
と
き
、
先
生

は
い
つ
も
い
っ
し
ょ
で
し
ょ
う
？
」

園
児
：「
遊
ん
で
い
る
と
き
は
、
先
生
は
み
て
い
る

だ
け
、
何
も
言
わ
な
い
よ
。」

　

幼
児
園
の
子
ど
も
は
な
ぜ
“
遊
戯
”
と
“
遊
び
”
を

わ
け
る
の
か
。
幼
稚
園
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
に
お
い

て
、「
幼
稚
園
は
遊
戯
を
基
本
活
動
と
す
る
」
を
実
践

す
る
こ
と
が
難
し
い
の
は
な
ぜ
な
の
か
。

 

遊
戯
問
題
の
文
化
的
解
析
：

　
“
寓
教
于
楽
” 

と“
寓
学
于
楽
”

　

中
国
伝
統
教
育
に
お
け
る
遊
戯
に
関
す
る
原
則
は

以
下
の
も
の
で
あ
る
。“
業
精
於
勤
、
荒
於
嬉
”（
学

業
の
進
歩
は
勤
勉
に
よ
り
、
後
退
は
遊
戯
に
よ
る
も

の
で
あ
る
）。
す
な
わ
ち
、
学
業
の
成
功
を
お
さ
め

る
に
は
、
勤
勉
で
あ
る
べ
き
で
あ
り
、
遊
ぶ
こ
と
に

よ
っ
て
は
、
学
業
が
荒
廃
し
て
し
ま
う
。

　

ま
た
、
現
在
で
は
、
遊
び
と
教
学
に
つ
い
て
、“
寓
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教
於
楽
” （
教
に
あ
り
て
楽
し
む
）
を
提
唱
し
て
い

る
。“
寓
教
於
楽
”
と
は
、「
遊
戯
の
中
に
“
教
え
”
が

あ
る
」
こ
と
、
遊
戯
に
教
育
の
功
利
性
を
も
た
せ
る

こ
と
。「
教
え
」
と
い
う
目
的
で
遊
戯
を
デ
ザ
イ
ン
し

た
た
め
、
子
ど
も
が
遊
び
と
認
め
な
い“
遊
戯
”が
頻

出
し
て
し
ま
う
皮
肉
な
結
果
と
な
っ
た
。 

   

私
は“
寓
学
於
楽
”（
学
に
あ
り
て
楽
し
む
）を
提
案

し
た
い
。“
寓
学
於
楽
”
と
は
、「
伝
え
た
い
学
習
情

報
を
遊
戯
の
環
境
と
素
材
に
潜
ま
せ
、
子
ど
も
一
人

ひ
と
り
が
そ
の
中
か
ら
何
を
獲
得
で
き
る
か
、
ど
れ

だ
け
獲
得
で
き
る
か
は
、
各
個
人
の
特
徴
と
環
境
に

よ
っ
て
決
ま
る
。
そ
こ
で
教
師
は
子
ど
も
の
遊
び
を

見
守
り
、
子
ど
も
の
発
達
レ
ベ
ル
を
把
握
し
、
必
要

な
手
助
け
を
す
る
。

 「
遊
戯
を
基
本
活
動
」に
す
る
こ
と
へ

　

の
提
言

　

１
つ
目
は
、
遊
戯
と
教
学
の
境
目
を
は
っ
き
り
さ

せ
る
。
こ
れ
は
比
較
的
容
易
に
実
行
で
き
る
。

　

２
つ
目
は
、
遊
戯
と
教
学
の
境
目
を
あ
い
ま
い
に

す
る
。
す
な
わ
ち
、
遊
戯
と
教
学
の
両
者
を
融
合
さ

せ
、
成
長
し
あ
う
よ
う
に
す
る
。
そ
れ
を
実
現
す
る

に
は
、
教
師
の
高
い
専
門
的
素
養
が
求
め
ら
れ
る
。

　

「
遊
戯
と
教
学
」
を
い
か
に
融
合
さ
せ
る
か
。
そ
の

鍵
は
遊
戯
と
教
学
が
互
い
に
成
長
で
き
る
こ
と
に
か

か
っ
て
い
る
。
教
学
の
た
め
に
遊
戯
を
デ
ザ
イ
ン
し
、

目
標
を
遊
戯
の
中
に
潜
ま
せ
て
お
く
。
そ
の
た
め
、

教
師
に
は
、
３
つ
の
留
意
点
と
３
つ
の
能
力
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

※
３
つ
の
留
意
点
： 

１
．
目
標
と
遊
び
方
へ
の
配
慮
：
教
学
目
標
を
楽
し

い
遊
び
方
に
デ
ザ
イ
ン
す
る
能
力
。

　
　

―

教
育
性
を
重
視

２
．
遊
び
方
と
遊
び
の
楽
し
さ
へ
の
配
慮
：
魅
力
的

な
結
果
で
遊
び
へ
の
興
味
を
刺
激
す
る
。

　
　

―

楽
し
さ
を
追
求

３
．
遊
び
の
楽
し
さ
と
発
達
：
子
ど
も
の
発
達
レ
ベ

ル
に
即
し
た
遊
び
の
デ
ザ
イ
ン
。

　
　

―

発
達
段
階
に
適
す
る
こ
と

※
３
つ
の
能
力
： 

遊
戯
で
教
学
を
促
進
さ
せ
、
遊
戯
の
中
で
教
学
の
契

機
を
と
ら
え
、
遊
戯
を
中
断
さ
せ
な
い
た
め
に
、
教

師
は
以
下
の
能
力
が
必
要
で
あ
る
。

１
．
幼
児
の
遊
戯
に
含
ま
れ
る
発
達
レ
ベ
ル
を
正
確

に
解
読
す
る
能
力 

２
．
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
目
標
と
幼
児
の
現
在
の
発
達
を

正
確
に
判
断
す
る
能
力 

３
．
幼
児
の
行
動
意
欲
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
前
提
に
し

た
臨
機
応
変
に
誘
導
す
る
能
力

　

一
定
の
専
門
的
素
養
が
な
け
れ
ば
，
活
動
の
功
利

性
に
よ
り
遊
戯
の
本
質
が
失
わ
れ
や
す
く
、
不
適
切

な
遊
戯
は
幼
児
の
遊
び
の
権
利
を
奪
い
や
す
い
の

で
、
む
し
ろ
遊
戯
と
教
学
を
並
列
さ
せ
、
教
学
に
お

い
て
教
え
方
を
研
究
し
、
遊
戯
の
中
で
幼
児
を
研
究

す
る
ほ
う
が
よ
い
。
こ
う
す
れ
ば
現
在
の
教
師
の
専

門
的
素
養
の
形
成
に
有
効
な
道
筋
と
な
る
。 
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私
は
テ
レ
ビ
の
子
ど
も
へ
の
影
響
を
研
究
し
て
お
り
ま
す
。
本
日
は
、
テ
レ
ビ

に
対
す
る
赤
ち
ゃ
ん
の
反
応
や
好
き
な
Ｃ
Ｍ
の
特
性
に
つ
い
て
の
研
究
結
果
を
基

に
、赤
ち
ゃ
ん
は
ヒ
ト
に
最
も
関
心
を
も
つ
こ
と
を
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
現
代
社
会
で
は
赤
ち
ゃ
ん
の
対
人
経
験
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
、

ど
の
よ
う
に
し
た
ら
良
い
か
を
皆
様
と
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

１
．
赤
ち
ゃ
ん
は
画
面
の
ヒ
ト
に
関
心
を
も
ち
、
親
に
共
感
を
求
め
る

｜

集
団

調
査･

行
動
観
察
よ
り

｜

　

赤
ち
ゃ
ん
の
テ
レ
ビ
に
対
す
る
反
応
を
集
団
調
査
と
行
動
観
察
で
調
べ
た
。
３

カ
月
か
ら
24
カ
月
の
子
ど
も
１
６
０
０
人
を
対
象
と
し
て
、
テ
レ
ビ
と
の
関
わ
り

に
つ
い
て
の
質
問
紙
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
３
～
４
カ
月
で
は
テ
レ
ビ
の

光
や
音
に
反
応
す
る
だ
け
だ
が
、
お
座
り
が
で
き
る
頃
に
は
じ
っ
と
見
た
り
音
楽

に
合
わ
せ
て
身
体
を
動
か
し
、
は
い
は
い
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
テ
レ
ビ
に
近

づ
い
て
行
っ
て
、
好
き
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
登
場
す
る
と
喜
ん
だ
り
声
を
か
け
た

り
し
、
立
て
る
よ
う
に
な
る
と
登
場
人
物
の
真
似
を
す
る
。
そ
し
て
、
１
歳
半
頃

に
は
一
緒
に
見
て
い
る
親
に
指
さ
し
て
質
問
し
な
が
ら
、
親
と
一
緒
に
テ
レ
ビ
を

楽
し
む
よ
う
に
な
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

　

次
に
、
プ
レ
イ
ル
ー
ム
で
12
分
間
の
ビ
デ
オ
を
流
し
て
、
０
～
１
歳
児
と
親
の

自
然
状
態
を
観
察
し
た
。
─
─
図
❶
　

子
ど
も
は
テ
レ
ビ
が
つ
い
て
い
る
と
い
ろ

い
ろ
な
反
応
行
動
を
と
る
が
、
好
き
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
登
場
す
る
と
喜
ん
で
親

の
顔
を
見
た
り
、
指
さ
し
て
質
問
す
る
な
ど
、
親
が
一
緒
に
見
て
い
れ
ば
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
き
っ
か
け
に
な
る
様
子
が
観
察
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
見
る
場
面

や
見
な
い
場
面
、
真
似
し
た
り
声
を
出
す
場
面
が
子
ど
も
た
ち
に
共
通
し
て
い
た

の
で
、
映
像
や
内
容
に
、
子
ど
も
の
反
応
行
動
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
誘
発

し
や
す
い
特
性
が
あ
る
こ
と
が
判
っ
た
。

　

呈
示
し
た
ビ
デ
オ
は
、
赤
ち
ゃ
ん
が
好
き
な
番
組
（
赤
ち
ゃ
ん
や
ぬ
い
ぐ
る
み

人
形
が
登
場
す
る
Ｃ
Ｍ
、
幼
児
番
組
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
人
形
劇
・
体
操
）
と
興

味
な
さ
そ
う
な
番
組
（
野
球
、
風
景
、
市
民
大
学
）
を
繋
い
だ
。
こ
の
ビ
デ
オ
を
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赤
ち
ゃ
ん
は
ヒ
ト
に
興
味
を
も
つ—

赤
ち
ゃ
ん
の
対
テ
レ
ビ
行
動
の
解
析
よ
り—

谷
村
雅
子　

　
　
　
　
　

T
anim

ura M
asako

国
立
成
育
医
療
セ
ン
タ
ー
研
究
所
成
育
社
会
医
学
研
究
部
部
長

第
２
章

情
動
の

子
ど
も
学

❽赤ち
ゃ
ん
は
ヒ
ト
に

興
味
を
も
つ

❼教育
的
視
野
の
中
の

子
ど
も
の
遊
戯

❻親の
期
待
と
幼
児
の

発
達
に
つ
い
て

❺ベビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
と

ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
に

つ
い
て
の
研
究

❹所有
に
関
す
る

行
動
の
日
中
文
化
比
較

❸人を
引
き
込
む

身
体
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
技
術

❷中国
に
お
け
る
幼
児

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
教
育
の

実
践
と
研
究

❶脳の
三
位
一
体
学
説
か
ら

情
動
の
役
割
を
考
え
る 
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66
場
面
に
分
け
て
各
場
面
の
属
性
を
評
定
し
、
属
性
を
も
つ
場

面
と
も
た
な
い
場
面
と
の
間
で
平
均
視
聴
度
を
比
較
し
た
結
果
、

よ
く
見
る
場
面
は
登
場
人
物
が
笑
顔
で
視
聴
者
の
方
を
向
い
て

い
て
、
逆
に
横
向
き
や
斜
め
や
後
向
き
だ
と
あ
ま
り
見
な
い
こ

と
が
判
っ
た
。
─
─
図
❷
　

　

反
応
行
動
で
は
動
作
や
音
声
の
模
倣
が
頻
繁
に
観
察
さ
れ
た

が
、
動
作
の
模
倣
対
象
は
、
す
べ
て
画
面
の
ヒ
ト
や
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
で
、
笑
顔
で
視
聴
者
の
方
を
向
い
て
お
り
、
動
物
の
真
似

は
し
て
い
な
か
っ
た
。
音
声
の
真
似
は
、ヒ
ト
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

が
発
す
る
ヒ
ト
の
声
の
言
葉
や
歌
だ
っ
た
。
赤
ち
ゃ
ん
は
自
分

に
笑
顔
で
働
き
か
け
る
ヒ
ト
を
真
似
す
る
よ
う
だ
。

　

各
反
応
行
動
の
後
で
は
、
質
問
の
後
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
動

作
や
言
葉
の
模
倣
の
後
も
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
し
た

後
も
、
画
面
に
微
笑
ん
だ
後
も
、
最
も
多
い
行
動
は
親
の
顔
を

見
る
こ
と
だ
っ
た
。親
は
そ
れ
に
対
し
て
、頷
い
た
り
誉
め
た
り
、

一
緒
に
真
似
し
た
り
歌
っ
た
り
し
て
応
え
て
い
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
赤
ち
ゃ
ん
は
、
自
分
に
笑
顔
で
働
き
か
け
る

画
面
の
ヒ
ト
に
関
心
を
も
っ
て
、
画
面
の
ヒ
ト
の
行
動
や
言
葉
を

模
倣
す
る
が
、
応
え
て
く
れ
る
親
に
共
感
を
求
め
る
こ
と
が
判
っ

た
。

２
．
赤
ち
ゃ
ん
は
笑
顔
で
視
線
を
向
け
る
ヒ
ト
に
最
も
関
心
を
も
つ

　
　

｜
好
き
な
Ｃ
Ｍ
の
特
性
解
析
よ
り

｜

　

テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
に
は
多
様
な
情
報
が
流
れ
る
の
で
、
赤
ち
ゃ
ん

が
好
き
な
Ｃ
Ｍ
の
特
性
を
調
べ
る
と
赤
ち
ゃ
ん
が
何
に
最
も
関

心
を
も
っ
て
い
る
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
、
０
～
１
歳
児
１
６
０
０
名
の
テ
レ
ビ
視
聴
に
つ
い
て

の
質
問
紙
調
査
に
記
載
さ
れ
た
好
み
の
Ｃ
Ｍ
44
本
と
そ
の
前
後

に
放
映
さ
れ
た
Ｃ
Ｍ
42
本
を
録
画
し
て
、
属
性
を
比
較
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
赤
ち
ゃ
ん
が
好
き
な
Ｃ
Ｍ
は
、
赤
ち
ゃ
ん
や
子

ど
も
な
ど
が
笑
顔
で
視
聴
者
の
方
を
向
い
て
、
呼
び
か
け
た
り
、

語
り
か
け
た
り
、
踊
っ
た
り
し
て
い
て
、
可
愛
い
・
明
る
い
・

楽
し
い
感
じ
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
多
変
量
解
析
で
は
赤

ち
ゃ
ん
が
好
む
Ｃ
Ｍ
の
特
性
と
し
て
、
登
場
人
物
が
笑
顔
で
視

聴
者
方
向
を
向
い
て
い
る
こ
と
、
Ｃ
Ｍ
の
最
初
に
子
ど
も
の
声

が
聞
こ
え
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
た
。
テ
レ
ビ
画
面
か
ら
流
れ
る

大
量
の
情
報
の
中
で
、
赤
ち
ゃ
ん
は
自
分
に
笑
顔
の
視
線
を
向

け
る
ヒ
ト
に
最
も
関
心
を
示
す
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
。

　

赤
ち
ゃ
ん
が
笑
顔
の
視
線
を
向
け
る
ヒ
ト
に
関
心
を
も
つ
こ

と
は
、
多
く
の
実
験
研
究
も
報
告
し
て
い
る
。
例
え
ば
以
下
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
新
生
児
が
顔
に
似
た
特
徴
を
持
つ
絵
を
長

く
注
視
し
た
。
新
生
児
が
自
分
の
方
を
見
つ
め
る
ヒ
ト
の
顔
写

真
を
、
視
線
が
逸
れ
た
顔
写
真
よ
り
長
く
注
視
し
た
。
４
カ
月

児
が
自
分
の
方
を
見
つ
め
る
顔
写
真
を
見
た
時
に
の
み
、
顔
認

知
に
関
連
す
る
脳
の
部
位
が
活
性
化
し
た
。
４
～
５
カ
月
児
は

図
❶

図
❷
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母
親
が
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
を
維
持
し
な
が
ら
あ
や
し
た
時
に
較

べ
て
、
途
中
で
視
線
を
逸
ら
す
と
母
親
へ
の
注
視
も
児
の
微
笑

み
も
減
少
し
た
。
９
～
13
カ
月
児
が
母
親
の
笑
顔
を
見
た
時
に

前
頭
部
が
活
性
化
し
た
。
成
人
が
ヒ
ト
の
笑
顔
を
見
た
時
に
眼

窩
前
頭
部
が
活
性
化
し
た
、
な
ど
で
あ
る
。
私
た
ち
も
、
多
く

の
乳
幼
児
が
視
聴
し
て
い
る
ビ
デ
オ
ソ
フ
ト
を
成
人
に
視
聴
し
て

も
ら
っ
て
、
視
聴
時
の
前
頭
部
の
脳
血
流
を
近
赤
外
線
分
光
測

定
装
置
で
計
測
し
た
と
こ
ろ
、
登
場
人
物
が
視
聴
者
方
向
に
働

き
か
け
る
場
面
で
活
性
化
し
て
い
た
。

　

ア
ニ
メ
で
も
前
頭
前
野
が
活
性
化
し
た
場
面
は
、ヒ
ト
や
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
が
ア
ッ
プ
で
視
聴
者
の
方
を
向
い
て
い
る
場
面
だ
っ

た
。
─
─
図
❸
　

ヒ
ト
は
新
生
児
期
か
ら
顔
認
知
能
力
を
備
え
、

成
人
し
て
も
自
分
へ
の
笑
顔
の
視
線
に
関
心
を
も
っ
て
反
応
す

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

で
は
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
で
は
ど
う
な
の
か
、
動
物
園
の
チ
ン

パ
ン
ジ
ー
村
で
19
頭
の
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
に
初
め
て
テ
レ
ビ
を
見

せ
た
。
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
た
ち
は
最
初
は
大
騒
ぎ
で
テ
レ
ビ
の
前

に
集
ま
っ
て
来
た
が
、
す
ぐ
に
慣
れ
て
、
好
奇
心
の
強
い
若
者

が
最
後
ま
で
熱
心
に
見
入
っ
て
い
た
。
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
た
ち
に

見
せ
た
ビ
デ
オ
は
、
自
分
た
ち
と
同
種
の
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
、
敵

で
あ
る
ラ
イ
オ
ン
、
ど
ち
ら
で
も
な
い
シ
マ
ウ
マ
の
映
像
だ
が
、

同
種
の
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
に
最
も
強
く
関
心
を
示
し
た
。
ヒ
ト
は

ヒ
ト
に
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
は
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
に
生
物
学
的
に
最

も
関
心
を
も
つ
の
だ
ろ
う
。

　

こ
こ
ま
で
を
ま
と
め
る
と
、
ヒ
ト
は
生
物
学
的
に
ヒ
ト
に
関

心
を
も
つ
。
新
生
児
期
か
ら
顔
認
知
能
力
を
備
え
、大
人
に
な
っ

て
も
自
分
に
向
け
ら
れ
た
視
線
に
関
心
を
も
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

３
．
現
代
社
会
に
お
け
る
乳
幼
児
の
対
人
経
験
の
減
少

　

し
か
し
、
現
代
社
会
に
お
い
て
は
、
乳
幼
児
の
対
人
経
験

が
減
少
し
て
い
る
。
日
本
版D

EN
V

ER

の
１
９
８
０
年
と

１
９
９
９
年
の
言
語
発
達
の
基
準
値
を
比
較
す
る
と
、
20
年
前

に
較
べ
、
有
意
語
を
話
し
始
め
る
時
期
や
二
語
文
を
話
し
始
め

る
時
期
な
ど
が
遅
く
な
っ
て
お
り
─
─
図
❹
、
言
語
発
達
の
遅
延

化
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
言
語
発
達
の
遅
延
化
の
原

因
は
い
ろ
い
ろ
考
え
ら
れ
る
が
、
１
つ
は
日
本
で
は
こ
の
20
年

で
核
家
族
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
こ
と
だ
。
１
歳
６
カ
月
児

が
寝
る
前
に
父
親
が
不
在
で
あ
っ
た
核
家
庭
と
、
三
世
代
ま
た

は
子
ど
も
が
寝
る
前
に
父
親
が
帰
宅
し
て
い
た
多
人
数
家
庭
を

較
べ
る
と
、
多
人
数
家
庭
の
子
ど
も
の
方
が
誰
か
と
過
ご
し
た

時
間
が
１
時
間
42
分
長
く
、
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
遊
ん
で

い
た
。
日
本
で
は
、核
家
族
化
の
上
に
父
親
の
帰
宅
が
遅
く
な
っ

た
た
め
、
乳
幼
児
の
対
人
経
験
が
質
・
量
と
も
に
物
理
的
に
減

少
し
て
き
た
。
─
─
図
❺
　

　

も
う
１
つ
の
大
き
な
原
因
は
、
現
代
社
会
で
は
、
テ
レ
ビ
・

ビ
デ
オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
携
帯
電
話
な
ど
の
映
像
メ
デ
ィ

図
❹

図
❸
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ア
が
普
及
し
て
、
乳
幼
児
期
の
対
人
経
験
が
減
少
し
て
い
る
こ

と
だ
。
１
歳
６
カ
月
児
１
９
０
０
名
の
質
問
紙
調
査
の
結
果
、

近
く
の
テ
レ
ビ
が
長
時
間
つ
い
て
い
て
か
つ
視
聴
時
間
が
長
い

子
ど
も
が
有
意
語
を
ま
だ
話
さ
な
い
率
は
、
近
く
の
テ
レ
ビ
が

つ
い
て
い
る
時
間
が
短
く
か
つ
視
聴
時
間
が
少
な
い
子
ど
も
の

2.1
倍
で
、
長
時
間
視
聴
と
言
語
発
達
の
遅
れ
と
の
関
連
性
が
み

ら
れ
た
。
─
─
図
❻

　

テ
レ
ビ
長
時
間
視
聴
と
言
語
発
達
の
遅
れ
と
の
関
連
性
の
理

由
を
調
べ
る
た
め
、
親
の
発
話
状
況
を
調
べ
た
。
す
る
と
、
テ

レ
ビ
が
つ
い
て
い
る
と
、
歌
を
一
緒
に
口
ず
さ
む
こ
と
は
増
え

る
が
、
会
話
の
頻
度
が
少
な
く
、
話
も
短
く
、
画
面
上
の
も
の

の
名
称
の
み
で
動
詞
や
形
容
詞
を
使
っ
た
説
明
が
少
な
く
な
っ

て
い
た
。
テ
レ
ビ
を
親
子
で
一
緒
に
視
聴
す
る
の
は
情
緒
的
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
き
っ
か
け
に
は
な
る
が
、言
語
的
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
少
な
く
な
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
長
時
間
視

聴
が
習
慣
的
に
続
く
と
、
言
語
や
社
会
性
の
発
達
が
遅
れ
る
可

能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　

視
聴
時
の
反
応
行
動
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
生
起
は
視

聴
内
容
に
よ
っ
て
異
な
る
の
で
、
子
ど
も
の
好
み
の
ビ
デ
オ
を

集
め
、
映
像
・
音
声
・
内
容
と
言
語
発
達
と
の
関
係
を
調
べ
た
。

１
歳
半
で
有
意
語
を
ま
だ
話
さ
な
い
子
ど
も
の
方
が
多
く
好
ん

で
い
た
ビ
デ
オ
は
登
場
人
物
の
視
聴
者
へ
の
働
き
か
け
が
少
な

い
の
で
反
応
行
動
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
じ
難
い
け
れ

ど
、
途
切
れ
な
く
続
き
、
画
面
変
化
が
多
く
、
大
人
が
音
を
消

し
て
も
見
続
け
易
い
も
の
が
多
い
の
で
子
ど
も
も
見
続
け
や
す

い
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
有
意
語
を
話
す
子
ど
も
た
ち
に
好
ま

れ
て
い
た
ビ
デ
オ
は
、
成
人
が
視
聴
し
て
も
視
聴
者
に
語
り
掛

け
て
い
る
場
面
で
前
頭
前
野
が
活
性
化
し
て
い
た
。
有
意
語
を

ま
だ
話
さ
な
い
子
ど
も
の
方
が
多
く
好
ん
で
い
た
ビ
デ
オ
は
、

成
人
の
前
頭
前
野
の
活
性
が
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
働
き
か
け
が
な
い
け
れ
ど
変
化
が
多
い
ビ
デ
オ
を
長

時
間
傍
観
的
に
見
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

映
像
メ
デ
ィ
ア
の
普
及
は
、
授
乳
時
の
親
子
関
係
に
も
影
響

し
て
い
る
よ
う
だ
。
現
在
調
査
中
だ
が
、
授
乳
時
に
テ
レ
ビ
を

時
々
見
る
母
親
の
率
は
72
％
、
携
帯
を
時
々
使
う
母
親
の
率
は

46
％
を
占
め
て
い
た
。
授
乳
時
に
テ
レ
ビ
や
携
帯
を
と
き
ど
き
、

ま
た
は
い
つ
も
使
用
す
る
家
庭
で
は
、
授
乳
中
に
目
が
合
わ
な

い
、
誰
も
居
な
く
て
も
泣
か
な
い
な
ど
、
親
子
関
係
が
希
薄
な

傾
向
が
み
ら
れ
る
。

　

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
赤
ち
ゃ
ん
は
自
分
に
笑
顔
で
働
き
か

け
る
人
に
最
も
興
味
を
も
ち
、
関
わ
り
の
中
で
、
発
達
す
る
。

し
か
し
、
現
代
社
会
は
赤
ち
ゃ
ん
の
対
人
経
験
が
物
理
的
に
減

少
し
て
い
る
。
赤
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
働
き
か
け
ら
れ
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
こ
と
を
、
家
族
も
社
会
も
認
識
す
る
必
要
が
あ
る

だ
ろ
う
。

図
❻

図
❺
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子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
発
達
成
長
に

は
、
栄
養
が
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
の
栄
養

は
「
食
事
」
か
ら
だ
け
で
な
く
、「
遊
び
」

か
ら
も
得
ら
れ
る
。
子
ど
も
は
遊
び
を
通

じ
て
、
心
や
体
の
能
力
を
高
め
、
広
い
世

界
へ
と
想
像
の
翼
を
羽
ば
た
か
せ
、
自
分

自
身
に
つ
い
て
も
知
る
こ
と
に
な
る
。
遊

び
の
中
、
個
性
が
育
み
、
自
主
性
や
忍
耐

力
が
自
然
と
身
に
付
き
、
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
学
ん
で
い
く
。
そ
し
て
、
子
ど
も
に

と
っ
て
大
切
な
「
遊
び
」
に
欠
か
せ
な
い

も
の
が
、
お
も
ち
ゃ
で
あ
る
。

　

私
た
ち
大
人
は
、
お
も
ち
ゃ
を
、
感
性

や
想
像
力
、
好
奇
心
の
育
成
を
手
助
け
し

て
く
れ
る
大
切
な
道
具
と
考
え
、
子
ど
も

の
成
長
に
合
わ
せ
て
、
五
感
で
さ
ま
ざ
ま

な
刺
激
を
キ
ャ
ッ
チ
し
、
も
て
る
可
能
性

を
引
き
出
し
て
く
れ
る
お
も
ち
ゃ
を
選
ぶ

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

こ
の
展
示
会
は
、
東
京
お
も
ち
ゃ
美
術

館
館
長
、
日
本
グ
ッ
ド
・
ト
イ
委
員
会
理

事
長
の
多
田
千
尋
氏
の
監
修
の
も
と
、
日

本
で
流
通
す
る
お
も
ち
ゃ
の
中
で
、
優
秀

な
玩
具
に
贈
ら
れ
る
「
グ
ッ
ド
・
ト
イ
賞
」

受
賞
作
品
の
中
か
ら
、
心
や
身
体
の
成
長

に
必
要
な「
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
力
」、「
自

然
や
科
学
へ
の
好
奇
心
」、「
音
楽
・
ア
ー

ト
な
感
性
」、「
運
動
能
力
」、「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
」
の
栄
養
素
を
育
む
こ
と

が
で
き
る
も
の
を
50
数
点
厳
選
し
、
紹
介

し
た
。

　

２
０
０
９
年
11
月
２
日
、
３
日
の
二
日

間
に
わ
た
り
、
東
ア
ジ
ア
子
ど
も
学
交
流

プ
ロ
グ
ラ
ム
会
議
と
合
わ
せ
て
、
中
国
上

海
の
華
東
師
範
大
学
に
て
、
こ
の
展
示
会

が
開
か
れ
た
。
大
学
の
学
生
や
教
師
を
中

心
に
、
２
日
間
で
延
べ
５
０
０
名
ほ
ど
の

来
場
者
が
あ
り
、
熱
心
に
見
学
し
て
い
る

姿
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

　

中
国
お
も
ち
ゃ
専
門
家
で
あ
る
華
愛
華

先
生
が
あ
る
一
つ
の
積
み
木
玩
具
に
魅
了

さ
れ
た
。
そ
れ
は
、黄
色
・
オ
レ
ン
ジ
・
赤
・

青
・
緑
と
、
カ
ラ
フ
ル
な
四
角
立
方
体
の

パ
ー
ツ
が
揃
っ
て
い
る
積
木
で
あ
る
。

　

「
子
ど
も
の
発
想
ひ
と
つ
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
積
み
方
が
で
き
て
、
立
体
パ
ズ
ル
の

よ
う
に
組
み
立
て
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な

お
も
ち
ゃ
は
、
子
ど
も
の
想
像
力
を
育
て

る
の
に
役
立
つ
。

　

ま
た
木
の
手
触
り
も
な
め
ら
か
で
、
色

が
鮮
や
か
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
た

ち
の
興
味
関
心
を
引
き
付
け
る
効
果
も
高

い
と
思
う
。
中
国
の
幼
稚
園
も
こ
の
よ
う

な
高
品
質
な
も
の
を
も
っ
と
た
く
さ
ん
取

り
入
れ
て
い
き
た
い
」
と
感
慨
深
気
な
様

子
で
あ
っ
た
。

　

今
回
の
展
示
会
は
２
日
間
と
い
う
短
い

期
間
で
あ
っ
た
が
、
日
中
の
学
者
や
大
学

の
学
生
が
、「
子
ど
も
と
お
も
ち
ゃ
」、「
子

ど
も
の
遊
び
と
学
び
」
に
つ
い
て
考
え
る

ひ
と
つ
の
機
会
と
な
っ
た
。

日
本
グ
ッ
ド
・
ト
イ
展
示
会

G
O

O
D

 T
O

Y



会
場
の
声

２
０
０
９
年
11
月
２
日　

第
５
回
上
海
初
日

小
林
先
生
の
講
演
に
関
し
て

○
小
林
先
生
の
話
を
聞
い
て
、
人
間
の
脳

は
三
つ
の
形
成
段
階
を
経
る
こ
と
、
子

ど
も
に
喜
び
い
っ
ぱ
い
の
環
境
を
作
る

べ
き
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

○
人
間
の
脳
の
歴
史
的
変
化
と
発
達
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
か
ら
人
間
の
情
動
が
ど
こ
か

ら
生
ま
れ
た
か
を
話
し
て
も
ら
い
、
人

間
の
生
物
的
側
面
か
ら
の
科
学
的
な
根

拠
が
あ
り
、納
得
で
き
る
内
容
だ
っ
た
。

○
解
剖
学
と
医
学
の
角
度
か
ら
人
間
の
情

動
が
生
ま
れ
る
原
因
を
説
明
す
る
こ
と

は
考
え
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
と

て
も
勉
強
に
な
っ
た
。

朱
先
生
の
講
演
に
つ
い
て

○
理
論
の
基
礎
、
実
践
の
研
究
と
デ
ー
タ

の
分
析
が
揃
っ
て
い
る
。
実
際
に
、
子

ど
も
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
を
改
善
す
る

こ
と
も
で
き
、
よ
り
健
康
な
状
態
で
学

ば
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。

○
こ
の
コ
ー
ス
（Zippy ,s Friends

）
は

全
国
規
模
で
展
開
す
る
の
が
よ
い
。
こ

の
コ
ー
ス
を
幼
稚
園
の
日
常
コ
ー
ス
に

取
り
込
み
、
応
用
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
と
思
っ
た
。

渡
辺
先
生
の
講
演
に
つ
い
て

○
こ
れ
は
教
育
理
念
を
科
学
技
術
に
取
り

込
ん
で
、
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
教
育
の
手
段

と
方
式
と
し
て
利
用
す
る
斬
新
な
発
明

で
あ
り
、「
ヒ
ト
」を
重
視
し
、「
ヒ
ト
」

の
た
め
の
発
明
だ
。

○「
花
っ
ぱ
」は
と
て
も
ユ
ー
モ
ラ
ス
で
面

白
い
。

○
ハ
イ
テ
ク
ニ
ッ
ク
の
手
段
を
駆
使
し
、

人
を
引
き
込
む
技
術
を
研
究
し
て
い

て
、
将
来
性
が
あ
る
。

○
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
イ
ン
タ
ラ
ク

シ
ョ
ン
の
技
術
と
関
連
商
品
の
出
現

は
、
人
間
と
人
間
の
間
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
悪
影
響
を
も
た
ら
す
こ

と
は
な
い
の
か
。

山
本
先
生
の
講
演
に
つ
い
て

○
す
べ
て
が
印
象
深
か
っ
た
。
細
か
い
と

こ
ろ
か
ら
文
化
の
差
異
を
観
察
す
る
の

は
興
味
深
い
こ
と
だ
。

○
同
じ
こ
と
に
対
し
て
も
文
化
背
景
が
異

な
っ
た
ら
見
方
も
違
う
。
で
も
そ
れ
は

正
し
い
か
ど
う
か
の
問
題
で
は
な
い
。

○「
所
有
行
為
」「
所
有
意
識
」か
ら
中
日
の

差
異
を
分
析
し
て
、と
て
も
興
味
深
い
。

短
い
時
間
で
中
日
文
化
の
差
異
を
教
え

て
も
ら
い
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

沈
先
生
の
講
演
に
つ
い
て

○
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
が
と
て
も
重
要
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
親
に
は
ま
だ

十
分
に
重
視
さ
れ
て
な
い
よ
う
だ
。
ど

う
す
れ
ば
よ
い
か
、
ア
ド
バ
イ
ス
が
ほ

し
い
。

○
母
親
の
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
が
赤
ち
ゃ
ん

の
気
持
ち
に
深
い
影
響
を
与
え
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
の

技
術
と
注
意
事
項
に
つ
い
て
も
っ
と
知

り
た
い
。

周
先
生
の
講
演
に
つ
い
て

○
高
学
歴
、
高
収
入
の
親
た
ち
が
直
面
し

た
困
難
と
挑
戦
を
提
示
し
、
親
が
軽
視

し
が
ち
な
子
ど
も
の
社
会
性
と
感
情
面

な
ど
を
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、

興
味
深
か
っ
た
。

○
緻
密
な
調
査
を
通
し
て
得
た
結
論
。
最

も
印
象
深
い
の
は
、
両
親
が
自
ら
の
手

で
育
て
た
子
ど
も
と
祖
父
母
の
手
で
育

て
ら
れ
た
子
ど
も
は
異
な
る
と
い
う
こ

と
だ
っ
た
。

２
０
０
９
年
11
月
３
日　

第
５
回
上
海
２
日
目

華
先
生
の
講
演
に
つ
い
て

○
講
演
の
内
容
と
実
際
の
教
育
と
密
接
な

070
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関
係
が
あ
る
の
で
、
今
後
の
仕
事
に
役

立
つ
内
容
で
あ
っ
た
。

○
異
な
る
角
度
か
ら
「
遊
戯
と
教
育
」
の

関
係
に
つ
い
て
論
述
し
、
そ
の
矛
盾
に

つ
い
て
の
説
明
は
と
て
も
わ
か
り
や
す

か
っ
た
。

谷
村
先
生
の
講
演
に
つ
い
て

○
実
験
デ
ー
タ
を
通
し
て
、
乳
幼
児
は
目

を
合
わ
す
、
自
分
に
笑
う
人
に
興
味
を

持
つ
と
い
う
こ
と
を
立
証
し
、
大
人

は
積
極
的
に
乳
幼
児
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
重
要
性
を
示
し
て
い

て
、
説
得
力
が
あ
っ
た
。

○
子
ど
も
と
テ
レ
ビ
に
つ
い
て
、
現
代
社

会
と
密
接
に
結
び
つ
い
た
講
演
だ
っ

た
。
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
資
料
も
と
て

も
よ
か
っ
た
。
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

○
興
味
深
い
研
究
で
あ
っ
た
。
乳
幼
児
番

組
制
作
、
お
も
ち
ゃ
制
作
に
つ
い
て
も

考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

子
ど
も
学
に
つ
い
て

○
子
ど
も
を
科
学
的
な
観
点
か
ら
見
て
、

各
分
野
の
研
究
現
状
と
問
題
を
把
握
で

き
る
か
ら
こ
そ
、
対
策
を
考
え
出
し
、

養
育
環
境
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
と
思
っ
た
。

○
子
ど
も
学
の
講
演
は
興
味
深
い
。
脳
、

心
理
、
健
康
、
機
械（
科
学
技
術
）、
比

較
（
日
本
と
中
国
）
な
ど
た
く
さ
ん
の

角
度
か
ら
問
題
を
分
析
す
る
の
で
、
大

変
勉
強
に
な
っ
た
。

○
子
ど
も
学
の
研
究
は
専
門
家
た
ち
が
子

ど
も
の
発
達
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ

と
を
示
し
た
。
で
も
、
中
国
政
府
の
子

ど
も
学
へ
の
投
資
は
遅
す
ぎ
で
あ
り
、

か
つ
少
な
す
ぎ
る
。
こ
れ
か
ら
状
況
が

変
わ
り
、
も
っ
と
多
く
の
研
究
者
が
参

加
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

○
「
子
ど
も
学
」
と
い
う
理
念
は
と
っ
て

も
斬
新
で
、
子
ど
も
に
対
す
る
専
門
的

な
研
究
は
、
生
き
生
き
と
し
て
い
る
。

○
さ
ら
に
科
学
的
な
研
究
方
法
は
あ
る

が
、
量
的
な
研
究
と
質
的
な
研
究
を
融

合
し
、
デ
ー
タ
の
裏
の
事
実
を
明
ら
か

に
す
べ
き
で
あ
る
。

日
中
の
交
流
に
つ
い
て

○
日
中
文
化
背
景
の
差
異
に
つ
い
て
も

も
っ
と
知
り
た
い
。
研
究
の
結
果
を
よ

り
深
く
理
解
し
た
い
。

○
こ
の
よ
う
な
交
流
は
他
国
、
他
学
問
の

教
育
に
関
す
る
理
念
に
ふ
れ
る
こ
と
が

で
き
、
今
後
の
教
育
に
た
く
さ
ん
の
ヒ

ン
ト
が
得
ら
れ
た
。

○
幼
稚
園
教
師
の
育
成
に
つ
い
て
の
テ
ー

マ
が
ほ
し
い
。
他
の
国
の
幼
稚
園
教
諭

の
養
成
の
事
情
や
中
国
と
異
な
る
点
、

参
考
に
な
る
点
は
何
か
を
知
り
た
い
。

○
両
国
の
専
門
家
が
定
期
的
に
交
流
す
る

の
が
大
変
有
意
義
だ
と
思
う
。
中
国
は

理
論
的
な
も
の
を
重
ん
じ
、
日
本
は
研

究
と
発
明
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
で
、

交
流
は
有
効
で
あ
る
。
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●
子
ど
も
学
（C

hild S
cience,

中
国

語
訳
：
儿
童
科
学
）

　

育
児
・
保
育
・
教
育
を
中
心
に
各
分

野
の
研
究
者
が
学
問
の
壁
を
超
え
、
一

堂
に
集
ま
り
、
子
ど
も
に
取
り
巻
く
諸

問
題
を
検
討
し
、
解
決
に
導
く
よ
う
な

糸
口
を
探
る
。
人
文
科
学
と
自
然
科
学

の
叡
智
を
結
集
し
、
医
学
、
脳
科
学
、

発
達
心
理
学
、
社
会
学
、
教
育
学
な
ど

各
分
野
の
融
合
を
は
か
り
な
が
ら
、
環

学
的
な
構
想
の
も
と
に
構
築
さ
れ
る
新

し
い
学
問
。
ま
た
、
日
本
、
中
国
の
み

な
ら
ず
、
国
際
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

構
築
し
、
国
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
研

究
交
流
活
動
を
行
う
こ
と
が
特
徴
で
あ

る
。

　

中
国
語
で
は
“
児
童
科
学
”
と
訳
し
、

「
科
学
」
的
に
子
ど
も
の
こ
と
を
考
え
、

子
ど
も
の
生
物
的
な
側
面
と
社
会
的
な

側
面
の
両
方
を
重
視
し
て
い
く
考
え
を

反
映
し
て
い
る
。

●
チ
ャ
イ
ル
ド
ケ
ア
リ
ン
グ
・
デ
ザ
イ

ン
（C

hild-C
aring D

esign, 

中
国

語
訳
：
关
爱
儿
童
设
计
）

　

子
ど
も
の
こ
と
を
考
え
、
子
ど
も
の

た
め
に
や
さ
し
い
目
を
も
っ
て
「
子
ど

も
を
生
き
る
喜
び
い
っ
ぱ
い
に
す
る
」

グ
ラ
ン
ド
・
デ
ザ
イ
ン
。
こ
の
考
え
方

に
は
教
具
、
玩
具
、
建
物
の
デ
ザ
イ
ン

の
み
な
ら
ず
、
教
材
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、

法
律
、
社
会
全
体
の
デ
ザ
イ
ン
な
ど
も

含
ま
れ
る
。

　

チ
ャ
イ
ル
ド
ケ
ア
リ
ン
グ
・
デ
ザ
イ

ン
は
貧
困
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
こ
そ

必
要
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
豊
か
な

国
々
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
必
要

不
可
欠
な
考
え
方
で
あ
り
、
そ
の
核
と

な
る
の
は
学
問
と
し
て
の
「
子
ど
も
学
」

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
考
え
方
の

実
現
に
は
、
各
専
門
家
の
学
問
の
壁
を

超
え
た
協
力
が
求
め
ら
れ
る
。

●
脳
科
学
と
教
育
（B

rain S
cience 

and E
ducation,

中
国
語
訳
：
脑
科

学
与
教
育
）

　

日
本
の
文
部
科
学
省
は
「
脳
科
学
と

教
育
」
の
研
究
に
関
す
る
検
討
会
を
立

ち
上
げ
、「
教
育
の
場
に
お
け
る
課
題

に
対
し
て
脳
科
学
を
は
じ
め
関
係
す
る

科
学
は
如
何
な
る
貢
献
が
で
き
る
の
か

と
い
う
観
点
か
ら
検
討
す
る
」
と
し
た
。

　

科
学
技
術
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
で

は
、
２
０
０
１
年
～
０
９
年
の
間
で
、

「
脳
科
学
と
教
育
」
と
い
う
研
究
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
立
ち
上
げ
、「
発
達
関
連
の

多
様
な
課
題
を
対
象
と
し
、
先
端
技
術
・

自
然
科
学
と
人
文
学
・
社
会
科
学
を
架

橋
・
融
合
し
たT

rans-disciplinary

（
環
学
的
）
な
視
点
か
ら
取
り
組
む
こ

と
で
、
教
育
関
連
問
題
の
根
幹
に
迫
る

こ
と
を
目
指
す
」
と
目
標
を
掲
げ
た
。

　

ま
た
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
のK

.W
. 

Fischer

教
授
を
中
心
に
、
国
際
的
に

著
名
な
教
育
学
者
に
よ
っ
て
、T

he 
International M

ind, B
rain and 

Education Society

（IM
BES

）、
日

本
語
で
は
「
国
際 

心
・
脳
・
教
育
学
会
」

と
で
も
呼
べ
る
学
会
が
２
０
０
７
年
に

設
立
さ
れ
、
学
会
誌
と
し
て
「M

ind, 
Brain and Education

」
誌
が
年
４

冊
発
刊
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

脳
科
学
と
教
育
の
研
究
は
グ
ロ
ー
バ

ル
的
な
展
開
を
見
せ
て
お
り
、
各
国
の

研
究
者
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。

●
情
動
（em

otion, 

中
国
語
訳
：
情
绪
）

　

日
本
語
と
し
て
日
常
的
に
は
あ
ま
り

使
わ
れ
な
い
が
、
英
語em

otion

の

訳
語
と
し
て
、
古
く
か
ら
学
術
用
語
と

し
て
使
わ
れ
て
き
た
。
情
動
は
大
脳
の

内
側
に
あ
る
古
い
脳
で
あ
る
「
大
脳
辺

縁
系
（Lim

bic system

）」
と
密
接

な
関
係
が
あ
る
。
大
脳
辺
縁
系
の
中
で

も
、
扁
桃
体
（A

m
ygdala)

が
情
動
の

発
現
に
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
る
こ

と
が
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
明
ら
か
に

な
っ
て
い
る
。

●
早
期
閲
読
（
中
）（R

eading, 

日
本

語
訳
：
早
期
読
書
）

　

中
国
語
で
は
、
書
面
の
資
料
か
ら
情

報
を
得
る
過
程
を
“
閲
読
”
と
い
う
。

書
面
資
料
は
文
字
を
中
心
と
し
て
い
る

が
、
記
号
、
図
表
な
ど
も
含
ま
れ
る
。

早
期
閲
読
は
幼
児
期
の
閲
読
を
指
し
て

い
る
。
幼
児
の
興
味
関
心
を
考
慮
し
、

彼
ら
に
適
す
る
絵
本
や
図
書
な
ど
の
素

材
を
選
び
、
子
ど
も
が
自
ら
本
を
読
ん

だ
り
、
大
人
が
読
み
聞
か
せ
を
し
た
り
、

ま
た
本
に
つ
い
て
の
感
想
や
意
見
を
表

現
し
た
り
す
る
活
動
な
ど
を
指
す
。
子

ど
も
は
閲
読
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本

を
好
き
に
な
る
、
閲
読
経
験
を
通
じ
て
、

読
書
習
慣
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。

●
遊
戯
（play, gam

es, 

中
国
語
訳
：

游
戏
）

　

“
遊
戯
”
に
は
、
大
き
く
分
け
て
、

頭
を
動
か
す
も
の
（
知
的
遊
戯
）
と
体

を
動
か
す
も
の
（
ス
ポ
ー
ツ
系
）
が
あ

る
。
た
と
え
ば
、
前
者
に
は
、
将
棋
、

積
み
木
、
ト
ラ
ン
プ
な
ど
。
後
者
に
は
、

か
け
っ
こ
、リ
レ
ー
、ボ
ー
ル
系
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
特
徴
は
、

グ
ル
ー
プ
単
位
で
行
い
、
ル
ー
ル
や
情

景
な
ど
が
付
属
さ
れ
、
競
争
性
を
伴
う
。

ゲ
ー
ム
も
そ
の
中
の
一
種
で
あ
る
。

　

“
遊
戯
”、
中
国
語
で
は
、
通
俗
的
に

“
玩
”（
ワ
ン
）と
も
い
う
。
楽
し
い
こ
と
、

娯
楽
を
指
し
、
子
ど
も
の
ル
ー
ル
の
有

無
に
関
係
な
く
遊
ぶ
こ
と
を
指
す
。
本

来
、“
遊
戯
”
と
“
玩
”
を
区
別
し
て

考
え
て
い
な
か
っ
た
が
、
中
国
の
一
部

の
幼
稚
園
で
は
、“
遊
戯
”
を
教
育
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
に
取
り
入
れ
る
こ
と

を
強
調
し
、“
遊
戯
”
の
教
育
効
果
を

強
調
す
る
あ
ま
り
に
、“
遊
戯
”
の
本

質
が
ゆ
が
ん
で
し
ま
い
、
幼
稚
園
生
活

で
は
、「
遊
戯
の
せ
い
で
、
遊
ぶ
時
間

が
な
く
な
っ
た
」
と
い
う
皮
肉
な
結
果

を
招
い
た
。

●
陳
鶴
琴
（C

hen H
eqin

）
と
倉
橋

惣
三
（K

urahashi S
ouzou

）

　

陳
鶴
琴
（
１
８
９
２

－

１
９
８
２
）
は
、

近
代
中
国
に
お
け
る
著
名
な
教
育
家
、

児
童
心
理
学
者
、
中
国
幼
児
教
育
の
創

設
者
。
中
国
の
フ
レ
ー
ベ
ル
と
呼
ば
れ

て
い
る
。
彼
は
青
年
時
代
に
ア
メ
リ
カ

に
留
学
し
、
ジ
ョ
ン
・
デ
ュ
ー
イ
の
教

育
思
想
に
触
れ
、
モ
ン
ロ
ー
お
よ
び
キ

ル
パ
ト
リ
ッ
ク
の
指
導
を
受
け
た
。
ア

メ
リ
カ
留
学
か
ら
帰
国
後
、
南
京
鼓
楼

幼
稚
園
を
創
設
し
、
中
国
の
幼
稚
園
の

歴
史
を
切
り
開
い
た
。

　

陳
と
同
じ
時
代
に
生
き
る
日
本
の
幼

稚
園
の
父
で
、
日
本
の
フ
レ
ー
ベ
ル
と
呼

ば
れ
る
倉
橋
惣
三
が
い
る
。
倉
橋
惣
三

（
１
８
８
２

－

１
９
５
５
）
は
、
日
本
に
お
け

る
著
名
な
教
育
家
、
児
童
心
理
学
者
で

あ
り
、
日
本
最
初
の
幼
稚
園
、
お
茶
の

水
女
子
大
学
付
属
幼
稚
園
の
創
設
者
。

　

日
中
両
国
で
フ
レ
ー
ベ
ル
と
称
さ
れ

た
二
人
で
あ
る
が
、
多
く
の
共
通
点
が

あ
る
中
で
、
当
然
異
な
る
主
張
も
見
ら

れ
る
。
両
者
の
比
較
研
究
に
よ
り
、
日

中
幼
児
教
育
の
原
点
が
明
ら
か
に
な
る

可
能
性
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

　
「
子
ど
も
学
」
関
係
用
語
一
覧
（
日
・
英
・
中
対
照
）
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